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第 227 回　京都市考古資料館文化財講座	 2011 年 6 月 25 日

太秦・嵯峨野地域の遺跡５

―大寺の時代　集落の形成―

(財 )京都市埋蔵文化財研究所　加納敬二

はじめに

　・太秦・嵯峨野地域の位置・範囲について。

　・当地域の地形環境について。

１　太秦・嵯峨野地域の調査

　嵯峨野地域では 1971 年に京都大学考古学研究会により、全域で分布調査が行われ、古墳を中心に遺

跡の位置、内容などが『嵯峨野の古墳時代』として、まとめられた。

　太秦地域では 1976 年から当研究所により本格的な調査（常盤仲之町遺跡・常盤東ノ町古墳群）が開

始され、現在までに 32 次の調査が実施されている。1976 年 11 月の当研究所発足から 1996 年３月まで

の太秦・嵯峨野における広域立会調査により、新たに発見した弥生時代から飛鳥時代の集落遺跡や寺院

跡などを、1997 年に『京都嵯峨野の遺跡』として報告した。

　近年、広隆寺旧境内の調査については、不明であった寺域の範囲や集落遺跡との関係が明らかになり

つつある。

２　広隆寺旧境内の調査

　5・9・21 〜 24・28・29・32 次調査での飛鳥時代の竪穴住居や溝などの遺構を検出。27 〜 29・32 次

調査では城北街道沿いに街道西側溝を検出しており、広隆寺旧内東限の可能性が示された。

３　集落の調査

　常盤仲之町遺跡・広隆寺旧境内では、1976 年の５次調査で古墳時代後期の竪穴住居 24 棟、掘建柱

建物４棟が検出されて以来、年々の調査で遺構数は増加している。最近では城北街道拡幅に伴う 25 〜

29・32 次調査で竪穴住居が検出され、竪穴住居の数は 70 棟近くに達している。

　1987 年の和泉式部町遺跡の 16 次調査では弥生時代中期と古墳時代前期の竪穴住居が発見され、当地

域では最も古い集落として注目される。

　2010 年、31 次調査の村ノ内町遺跡では古墳時代後期から飛鳥時代の竪穴住居を 12 棟検出し、竪穴住

居検出地点では最北端の事例となった。

４　まとめ

　当地域の集落遺跡は御室川西岸の低地・台地、有栖川東岸の低地、桂川東岸の自然堤防上に大きく分

かれ、水田耕作地や古墳造営と寺院建立などの関連で集落の立地がみられる。

　広隆寺旧境内では検出した飛鳥時代の竪穴住居の特徴やあり方に共通性がみられ、嵯峨街道（現下立

売通り）を境に常盤東ノ町古墳群の周辺集落と広隆寺旧境内の竪穴住居群に分かれる。街道南側の旧境

内の集落は寺院造営に直接かかわった秦氏直属の工人集団の一部と考えられる。

　今後、太秦地域で検出した個々の竪穴住居の比較検討により、上述したことがさらに明らかになるだ

ろう。 

図１　嵯峨野の位置と範囲（１：120,000）

図２　嵯峨野の等高線図（１：40,000）
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図３　葛野郡北西部の地形と飛鳥時代以前の遺跡分布

図４　嵯峨野の古墳群と集落

『ヤマト王権と渡来人—日本考古学協会 2003 年滋賀大会シンポジウム２』2005 年に収録の丸川義広編年案に加工・加筆

表１　嵯峨野地域の弥生時代から飛鳥時代の集落跡一覧表
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図５　調査地と周辺の遺跡（１：5,000）

表２　周辺調査一覧表
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図６　広隆寺周辺竪穴住居検出地点（１：5,000） 図８　22 次調査遺構平面図（１：400）

図７　５次調査遺構平面図（１：400）

広隆寺旧境内の調査１
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図 10　9 次調査遺構平面図（１：500）

図９　9次調査位置図（１：5,000）

図 12　12 次調査遺構平面図（１：200）

図 11　12 次調査位置図（１：5,000）

図 14　21 次調査遺構平面図（１：200）図 13　21 次調査位置図（１：5,000）

図 15　９次調査出土土器（１：４）

図 16　21 次調査出土土器（１：４）

広隆寺旧境内の調査２
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←上図部分詳細

図 18　23 次調査　竪穴住居出土遺物（１：４）

図 17　23・24 次調査遺構平面図（１：200）

広隆寺旧境内の調査３

旧山陰線高架工事に伴う発掘調査（23・24 次調査）


